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長浜市議会議長 伊藤喜久雄 様

長浜市議会議員  多賀 修平

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

視察等名  恵風会行政視察
視察期間  令和 8年 3月 3日 (火)～ 3月 4日 (水 )
視察場所及び目的

① 奈良県郡山市豊臣兄弟 !大和郡曲大河 ドラマ館
・観光振興や地域活性化の取組について

② 奈良県大和郡山紺屋町 紺屋館
・歴史的町並みの再生について

④兵庫県神戸市中央区 人と防災未来センター
・防災教育の重要性について

4.調査内容感想等

・視察の目的

① 大和郡山大 ドラマ館における展示 容や運営手法を通 じて、

記

１

２

３

大河 ドラマ

を■契機 とした観光 の取組や地域資源を活かした情報発信のあり方を調

査 し、本市における観光振興およ 化施策の検討に す る とを

目的とする。

② る の

し、かつての 歴史を伝えながら、観光・交 を兼ね備えた施

設 として運 されているぉ

本視察は、 史白も建浩物を単に保存す のではなく、展示・体験
。物販等を組

とで日常的なにぎわいを 出している取組や、み合わせるこ
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体と連携 した運営手法、 さらには周辺の町並み と一体 となったエ リア全体で

の魅力向上のあり について調査することを目的 としたものである∩

@ 人と防災未 ンターにおける展示 容や防災教育プログラム″漏 じて、

災害の教訓を次世代へ伝える取組 災意識の向上手法 1こついて調査 し、

本市における防災 の充実および地域隣災力の向上イこ資することを目的

洸す るハ

。視察の内容

① 大和郡山大 ドラマ館では、豊臣 をテーマ とした大河 ドラマに F美月淳す

る犀示 が行 われて り、 人4チ刀像や歴 申的背景 、 ドラマ 作 の 車イ印|テk｀ どにつ

いて、映像 パネルを活用 し分か り く紹介 されていた。

館内には、来館者 楽 しみなが ら歴史に触れる とができる体験型展示や

フオ トスポン卜が設けられてお り、 広い世′代の来訪を促す工夫がなされ

ていた。また、地域の観光資源や特 品の紹介 も併せて行われてお り、大

河 ドラマを契機とした観1光誘客と地域の魅力発信を一体的に推進 している

点が特徴的であった

さらに、会場周辺 こは郡山城跡が位置 しており、徒歩で回遊できる動線が

て い ことから ど 辺 の

へ と自然に 狩 揮 ぶ付:糸Rみが本毒築さ した流 設 層消刀奮煩 カて い つ

一体的に活用 した 渉性の向上は、滞在時間の廷仲 域全体のにぎわい

会|1出 につながる で あ る と感 じ

② 現地では、古い を活用した施設として、歴史 の保存 と利活用

を両立 させ る様々な取組がなされてヤヽアとぉ

待 こ紺犀館では、 め の ス トールや小物な どのオ リジナ ル 商 品 の 販 売 ア)ミ

か し つ て と

を両立 している点が特徴的であったハまた、案内所機能 幸ゝ兼ね備 えてお

り、来訪者に対 して周辺観光情報を提供することで、 内の 遊を促進

する仕組みが構築 れていた∩

さらに、館内には 際に使用されていた染色用の道具 が展示され、当

身 i斤に感 じられる牢闇となっていたほか時の暮 らしや産業
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立ち寄れ る 放的な家囲気が醸成されてお り、観光客のみ ならず地域住民

の利用 幸ゝ し 流設源営がな されていた

③ 人と防災未来センターでは、阪神・淡路大震災の記録や映像展示を通して、

憲災の 力後世に伝える こついて学んだ6

館内では、 災発生直後の状況を した大型映像や被災者の証言が紹介さ

の ろ と と に の

域における助け合いの重 ついて理解を深め る とができ

また、展示は発災から復旧・復興に至るまでを時系列で学べる となってお

り、災害は一時的な被害にとどまらず、その後の杵 活 再 建や 至 る岳とこ

期的な課題であることを認識 した。

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

① 本市において‡、、 琴予禾日8有二2 月 よ り害臣秀吉狩 ―マとした博 育 ブlミ、 大 :~由

寺周辺を中心に開催されてお り、歴史資源を活かした観光振興が進められて

ヤ ヽる 。

一 方 で 長 秒す、カの 距離 が あ る とカゝ ム、菜言方者 の回 時 F日日の征

伸に課題があるとともに、 の移動が困難な高齢者等にとつ は周渉 し

にくい状況 撫庁されるハ

今回の視察 膝 ま え 会場 F日月をつなぐ動繰の工 夫や案内機能の布案に加 え、

移動手段の 能の整備など 来訪者の属性に配慮した受入環境の

布実を図る 軍 が ある^

さらに、周 の観:光資源 と連携 した一体的な誘客施策を展開する とで、来

訪者が地域 イ本力周警で きる仕組みづ くり夕淮 め 滞在時間の 伸 μイこぎわ

い倉d出 につ ↓ずて い くことが重要である ^

大和郡 曲市の耳文糸盈イま 歴 史人物やまわ りのナ

“

城奮源 を活か したイベン 卜とま

地域の魅 発信や観光振興イこ大きく寄与する とを学んだ。今後、長浜市に
②

くことが
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活か していおいて も歴 文化奮源 を活か した観 振興や地域の魅力発信に

重要であると感 じた



単なる「展示流設 Iでなく収益を生 (物販十サービス)と して成立 し

ている∩長浜市も 浜の強み (食・歴史・文化)を 「体験+商品+観光」を
セ ッ ト化にして察き家活用 と観光の高唐イ比を同時に進める必要 ミあるハ

③ 人 と防 災未 センタ― では、阪神・ 漆 路大 憲 災の記録 や 犀 示 を漏 し

て、災害の経験 と を後世に伝える取組や、防災教育の重要性について学

んだ。災害の記憶を風化させず、日頃か ら地域全体で防災意識 高めている

ことの大切 さを めて認識 した。

私はこれまで、岳浜市の旧虎姫地域にお tサ る河川周辺の防災 イこついて一

般管 F口Rで 幸、取 り上 て ★ ^折年
`ま

局ナl材的潅豪雨の増加により、河川の水位上

の して

管チ早の たこ々善 が求 め られ てい る し浄 しゝ、一般暫問で指摘や繹窯 を行 っ

て幸ぅ、十分な已々善につながってい 課ヽ 顕 あ る と幸ぅ である彰 が

今回の視察 瀑 じ、災害の教訂1を えるとと ぅヽに、地域の に即 した防

に進 彰｀ 辺 の

や排水機能の点検 。整備については、地域住民の安心。安全を守る観点からも、

め て

よリー層の と具体的な対応が求められると考えるn今後 も行政に姑 し、実

効性ある防 討策の推渉を強 く求めてしゝ き た t,ゝ ^
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